
「
命
を
守
る
」を
最
優
先
に

　
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震

で
は
、
倒
壊
し
た
住
宅
の
下
敷

き
や
土
砂
崩
れ
に
巻
き
込
ま
れ

る
な
ど
で
４９
人
の
尊
い
命
が
奪

わ
れ
、
１３
万
余
り
の
住
宅
が
被

害
を
受
け
ま
し
た
。

　
地
震
は
日
本
の
ど
こ
で
も
い

つ
で
も
起
き
ま
す
。自
治
体
は
、

市
民
の
命
を
守
る
た
め
、
最
善

の
「
備
え
」
を
す
る
責
務
が
あ

り
ま
す
。

切
迫
し
た
事
態 

　
　
認
識
不
明
確

　
横
浜
市
は
、
３０
年
以
内
に
震

度
６
弱
以
上
の
地
震
の
発
生
確

率
が
７８
％
で
、
全
国
の
都
市
の

中
で
最
も
高
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
本
市
防
災
計

画
や
地
震
防
災
戦
略
に
こ
の
記

述
は
な
く
、
切
迫
し
た
事
態
認

識
が
明
確
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

目
標
達
成
で
も
８
万
戸

が
耐
震
化
さ
れ
ず

　
横
浜
市
耐
震
化
促
進
計
画
で

は
、
２
０
２
０
年
度
ま
で
の
住

宅
耐
震
化
目
標
は
９５
％
で
、
あ

と
約
７
万
戸
の
耐
震
化
が
必
要

で
す
。
た
と
え
そ
れ
を
達
成
し

た
と
し
て
も
、
８
万
戸
が
未
耐

震
の
ま
ま
残
り
ま
す
。

　
計
画
で
は
、
比
較
的
安
価
で

簡
易
に
設
置
で
き
る
防
災
ベ
ッ

ド
・
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置

事
業
を
進
め
る
と
し
て
い
ま

す
。
市
は
、「
人
命
被
害
を
出

さ
な
い
」
見
地
に
立
っ
て
、
こ

の
８
万
戸
の
住
宅
数
に
見
合
う

規
模
に
、
こ
の
事
業
を
拡
大
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

多
く
の
危
険
な
崖
、 

急
斜
面
地

　
市
内
に
は
、
土
砂
災
害
警
戒

区
域
内
の
崖
が
約
９
８
０
０
箇

所
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
急
斜
面

地
に
多
く
の
住
宅
が
建
て
ら
れ

て
お
り
、
崖
対
策
は
一
刻
を
争

い
ま
す
。

住
宅
耐
震
化
、
崖
地
の

防
災
対
策
を
急
げ

　
北
谷
議
員
は
、
防
災
ベ
ッ
ド

等
設
置
事
業
を
拡
大
す
る
こ

と
、
地
元
の
事
情
に
精
通
し
た

区
役
所
職
員
を
増
や
す
な
ど
崖

対
策
推
進
体
制
の
強
化
な
ど
を

求
め
ま
し
た
。

　
林
市
長
は
、
住
宅
の
耐
震
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
さ
ら
に

強
化
す
る
、
関
係
区
局
で
連
携

し
な
が
ら
総
合
的
な
崖
地
対
策

に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
答
え

ま
し
た
。

　
市
町
村
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
新
し

い
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
が
、
昨
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
要
支
援
１
・
２
の
人
へ
の
ヘ
ル
パ
ー

と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
同
総
合
事
業
に
移

行
し
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
価
格
、
利
用

者
負
担
を
市
の
裁
量
で
決
め
る
ほ
か
、

医
師
に
よ
る
要
介
護
認
定
を
省
略
し
、

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
対
象
者
を
判

定
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ヘ
ル
パ
ー
の
観
察
力
が
重
要

　
横
浜
市
で
は
今
年
１０
月
か
ら
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
資
格
の
な
い
人
に
よ
る
要

支
援
１
・
２
の
人
へ
の
訪
問
型
援
助
サ

ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
白
井
ま
さ
子
議
員
は
議
案
関
連
質
問

で
、ヘ
ル
パ
ー
資
格
の
な
い
人
も
掃
除・

洗
濯
・
調
理
な
ど
は
で
き
る
が
、「
そ

こ
に
は
専
門
的
な
観
察
力
の
不
足
は
否

め
な
い
」
と
指
摘
。

　
宇
佐
美
さ
や
か
議
員
は
議
案
反
対
討

論
で
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
た
ち
は
今
ま
で

利
用
者
を
専
門
的
な
観
察
力
で
見
守

り
、
介
護
度
の
重
度
化
を
抑
制
し
て
き

た
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

質
の
低
下
が
懸
念

　
総
合
事
業
の
事
業
費
は
、
７５
歳
人
口

の
伸
び
率
の
範
囲
内
に
納
め
る
よ
う
上

大災害への備え横浜市

急傾斜地の上にも下にも住宅が
立ち並ぶ横浜市内

（
横
浜
市
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
）

今
後
３０
年

震
度
６
弱
以
上
の

大
地
震
発
生
確
率
７８
％

無料法律相談（弁護士が対応します）
市政、法律、交通事故、年金、金融、

土地、住宅、教育、その他
 ◦と　き　�毎週水曜日午後１時30分〜３時
　　　　　（８月はお休み）
 ◦ところ　横浜市役所内日本共産党議員控室
 ◦連絡先　☎０４５（６７１）３０３２
�◎相談は同一案件につき３回まで。☆要予約☆

質問する白井議員

討論する宇佐美議員

限
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

　
白
井
議
員
は
、
仮
に
市
が
利
用
者
を

緩
和
基
準
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
に
誘
導
す

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
低
下
と
な
る
と
主
張
し
、
市
長

の
認
識
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
林
市
長
は
、
訪
問
型
援
助
サ
ー
ビ
ス

は
利
用
者
と
相
談
の
上
で
決
め
る
も
の

で
、
従
事
者
は
介
護
事
業
所
に
よ
る
一

定
の
研
修
等
で
必
要
な
知
識
・
技
術
等

を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
サ
ー
ビ
ス
の
質

は
確
保
で
き
る
、
人
材
不
足
に
対
応
す

る
た
め
に
も
本
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
て

介
護
人
材
の
裾
野
を
広
げ
る
必
要
が
あ

る
と
答
え
ま
し
た
。

資
格
を
持
た
な
い
ヘ
ル
パ
ー
で
要
支
援

�

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
低
下
さ
せ
る
な

大貫　憲夫
（青葉区）

岩崎ひろし
（戸塚区）

あらき由美子
（南区）

白井まさ子
（港北区）

古谷やすひこ
（鶴見区）

かわじ民夫
（旭区）

みわ智恵美
（港南区）

北谷　まり
（保土ヶ谷区）

宇佐美さやか
（神奈川区）

市政へのご意見･ご要望は日本共産党横浜市会議員団へ



学
校
の
放
射
能
汚
泥
、
移
動
検
討

撤
去
に
む
け
て
一
歩

　

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
東
京
電
力
福
島

第
一
原
発
事
故
で
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
を
含
む
汚
泥

が
、
今
も
横
浜
市
内
の
学
校
や
保
育
園
に
保
管
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
こ
れ
ら
の
放
射
能
汚
泥
を
一
刻
も
早

く
子
ど
も
た
ち
の
施
設
か
ら
運
び
出
す
よ
う
、
横
浜
市
に

求
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
４
月
に
は
古
谷
や
す
ひ
こ
議
員
と
み
わ
智
恵
美
議

員
が
、畑
野
君
枝
、斉
藤
和
子
両
衆
院
議
員
ら
と
と
も
に
環

境
省
に
対
し
て
、早
急
に
市
と
協
議
し
、国
の
責
任
で
学
校

か
ら
放
射
能
汚
泥
を
移
動
す
る
よ
う
、直
接
求
め
ま
し
た
。

　

横
浜
市
は
５
月
２５
日
、
学
校
な
ど
に
保
管
し
て
い
る
放
射

能
汚
染
の
指
定
廃
棄
物
等
を
、
学
校
外
で
保
管
す
る
検
討
を

始
め
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

▲�放射能汚染汚泥が
入ったドラム缶
（左）を調査する木
佐木ただまさ党県
議（右）と古谷市議

◀�ドラム缶前での線
量計は０．１㍃シーベルト
／ｈ＝４月６日、横
浜市立末吉小学校

非核・平和関連施策事業費
自治体名 予算額

神奈川県　＊ １４５，０００円
横浜市（注１） ２７１，０００円
川崎市　＊ ２，１３０，０００円
相模原市　＊ ３，５５０，０００円
横須賀市 １８８，０００円
平塚市　＊ ２，１０７，０００円
鎌倉市　＊ １，３２０，０００円
藤沢市　＊ １４，２６１，０００円
小田原市 ２，１８３，０００円
茅ヶ崎市 ２，７１０，０００円
逗子市　＊ ２，３０６，０００円
三浦市 １，０００円
秦野市　＊ １，２７２，０００円
厚木市 ３３６，０００円
大和市　＊ ２，１６８，０００円
伊勢原市 ７７９，０００円
海老名市 １，８１４，０００円
座間市（注２） ０円
南足柄市 １５３，０００円
綾瀬市 ２，１５１，０００円
市平均 ２，０８９，４７４円

＊：日本非核宣言自治体協議会の会員自治体
注１：国際協力推進事業費を除く
注２：�座間市は市原水爆禁止協議会の寄付金で実施

（神奈川県ホームページより作成）

  

オ
バ
マ
大
統
領
の
広
島
訪
問
を

　
　
　
機
に
平
和
施
策
の
推
進
を

北
谷
議
員
が
一
般
質
問
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発行：日本共産党横浜市会議員団

市民の願い
実現へ

　
オ
バ
マ
米
大
統
領
が
５
月
２７

日
、
現
職
米
統
領
と
し
て
初
め

て
被
爆
地
・
広
島
を
訪
問
し
ま

し
た
。
原
爆
を
投
下
し
た
核
超

大
国
の
現
職
大
統
領
が
、
爆
心

地
の
公
園
に
足
を
運
び
、
被
爆

者
ら
を
前
に
「
核
兵
器
な
き
世

界
を
追
求
」
す
る
と
演
説
し
た

こ
と
は
、
重
要
な
前
向
き
の
一

歩
で
す
。

た
っ
た
２７
万
円
の�

�

平
和
事
業
予
算

　
神
奈
川
県
内
の
各
市
の
平
和

関
連
事
業
費
は
平
均
で
２
０
９

万
円
（
川
崎
平
和
館
運
営
費
を

除
く
）。
事
業
内
容
は
、
平
和

行
進
へ
の
対
応
（
全
市
）、
平

和
の
つ
ど
い
や
平
和
展
な
ど
の

開
催
（
川
崎
、
相
模
原
、
横
須

賀
等
１６
市
）、
広
島
・
長
崎
へ

の
市
民
派
遣（
相
模
原
、平
塚
、

藤
沢
等
８
市
）
な
ど
で
す
。
川

崎
市
は
平
和
館
を
持
ち
、
年
間

７
８
３
１
万
円
で
運
営
し
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
横
浜
市
で
は
、
よ
こ

は
ま
国
際
フ
ェ
ス
タ
へ
の
ブ
ー

ス
出
展
と
ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ン
ジ

ャ
ー
都
市
国
際
協
会
へ
の
会
費

な
ど
で
、
予
算
額
は
わ
ず
か
２７

万
円
で
す
（
い
ず
れ
も
２
０
１

５
年
度
予
算
、
神
奈
川
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）。

議
会
が
非
核
兵
器
平

和
都
市
宣
言
し
て
い

る
の
に
…

　
横
浜
市
会
は
、
１
９
７
０
年

に
平
和
都
市
宣
言
、
１
９
８
４

年
に
非
核
兵
器
平
和
都
市
宣
言

を
決
議
し
て
い
ま
す
。
１
９
８

４
年
の
決
議
で
は
、
自
民
党
と

無
所
属
議
員
が
反
対
し
ま
し
た
。

　
林
市
長
は
、
議
会
で
議
決
さ

れ
た
こ
れ
ら
の
宣
言
に
基
づ

き
、
非
核
・
平
和
を
市
と
し
て

発
信
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

平
和
事
業
に
３
つ
の
提
案

　
北
谷
ま
り
議
員
は
５
月
２７
日

の
一
般
質
問
で
、
平
和
推
進
施

策
と
し
て
、全
国
３
１
９
（
４

月
２２
日
現
在
）
の
自
治
体
が
加

入
し
て
い
る
日
本
非
核
宣
言
自

治
体
協
議
会
へ
加
盟
す
る
こ

と
、
ポ
ー
ル
や
垂
れ
幕
な
ど
で

平
和
都
市
宣
言
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
、
平
和
啓
発
事
業
や
平

和
推
進
事
業
を
積
極
的
、
多
面

的
に
展
開
す
る
こ
と
を
提
案
し

ま
し
た
。

　
林
市
長
は
、
今
後
も
ピ
ー
ス

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
、
平
和
市
長

会
議
の
一
員
と
し
て
、
国
際
平

和
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み

を
進
め
る
と
答
え
る
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
。

　
宮
大
工
の
棟
梁

だ
っ
た
父
親
を
手

伝
っ
た
私
は
、
木

造
建
築
に
強
い
愛

着
が
あ
る
。
地
震

大
国
日
本
に
対
応

で
き
る
安
全
・
快

適
な
「
家
」、
つ
ま
り
非
常
時

に
は
シ
ェ
ル
タ
ー
の
役
割
を
持

つ
住
宅
は
、
伝
統
的
な
木
造
軸

組
工
法
で
出
来
る
と
信
じ
て
い

る
▼
「
段
取
り
が
悪
い
！
」
い

つ
も
厳
し
く
言
わ
れ
た
言
葉
で

あ
る
。
仕
事
の
善
し
悪
し
は
段

取
り
で
決
ま
る
。
議
員
の
仕
事

の
「
段
取
り
」
は
調
査
に
あ
る

と
、
胆
に
銘
じ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
担
当
職
員
に
面
倒
を
か

け
て
い
る
こ
と
は
ご
容
赦
願
い

た
い
▼
堂
塔
の
「
木
組
み
は
木

の
癖
組
み
」「
木
組
み
は
人
の

心
組
み
」
法
隆
寺
の
鬼
と
言
わ

れ
た
故
西
岡
常
一
棟
梁
の
口
伝

で
あ
る
。
木
は
そ
れ
ぞ
れ
癖
が

あ
る
。
世
界
最
古
の
木
造
建
築

物
で
あ
る
法
隆
寺
堂
塔
は
、
木

の
癖
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で

千
二
百
年
超
え
て
健
在
で
あ
る

▼
数
千
の
部
材
一
つ
一
つ
の
癖

を
見
抜
き
、
組
み
上
げ
る
仕
事

は
、
個
性
の
強
い
多
く
の
工
人

の
心
を
束
ね
ら
れ
て
こ
そ
で
き

る
。
こ
の
口
伝
は
、
私
た
ち
の

日
頃
の
活
動
に
通
じ
る
大
切
な

教
え
と
、心
に
刻
ん
で
い
た
い
。

�

（
ひ
ろ
し
）奈良・法隆寺の金堂と五重塔

多種多彩

横浜から非核・平和を発信せよ
　横浜市会第２回定例会が５月１７日から６月３日まで開催され、市長提出議案の３８件が賛成多数で可決、
請願２件が採択、３件が不採択、議員提出議案４件が全員賛成で可決されました。日本共産党議員団が
行った議会での発言などを中心に報告します。

㊧秦野市の平和都市宣言の塔、㊨川崎市の「平和の詩」像

２０１５年度、神奈川県と県内市の

質問する北谷議員


